
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逗子版（仮） 

利用者番号の有効期限が 10 月 31 日と迫っております。 

Vol.7４

７６ 

SOY LINK は、ひとりひとりが持っているモノ・知識・経験・時間を活かして、地域の

人々がみんなでいきいきし合う「日本初の地位限定のコミュニティーサービス」 

匂 い は 記 憶 と 結 び つ く ・ ・ 冬 は コ ト コ ト シ チ ュ ー

の に お い  春 は 断 然 沈 丁 花  夏 は む せ か え る 青 葉  

秋 は ヤ キ イ モ 、焚 き 火 の に お い 、、さ て み な さ ん 、

何 を お も い 出 す ？  

手続きをされる方の写真付の身分証明書をご用意の上、受付窓口へお越しください。 

有効期限を過ぎた場合、会議室の予約・抽選申込がご利用できません。 

詳しくは受付窓口にてお問合せ下さい。※別途書類のご記入をお願いする場合があります。 

 

市民同士のニーズをマッチングするスマートフォン用アプリ「SOY LINK」 

の逗子版の製作にあたり事前テストのための市民モニターを募集します。 

 

対象：市内在住、在勤者 

お申込み、お問合せ：10 月 5日（水）以降、参加申し込み用紙に必要事項を記入し 

FAX・E メール、もしくは窓口へ 

発行：逗子文化プラザ市民交流センター（平成 28年 9月 20日） 

いろんな人と世代を越えて交流をすることで、 
地域のコミュニティや地域間の交流を活発に 
させる共育（ともいく）。 
今年は子どもフェスティバルに共育の視点を 
入れパワーアップして開催します。 
子どもから大人まで一緒になって楽しめる企画や 
出展者を募集します。 

市民モニター 

募集！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的障がいの基準の変遷や、支援･補助の変遷を振り返りながら基礎知識を学びました。 

人間の能力には、身体や脳の機能と、社会とのかかわり方の２種類があり、双方をバランスよく育むことが大切であること。互いに

苦手な部分を補いあい、支え合える社会を作ることが地域社会の役割であることを説明いただきました。 

また、地域社会で障がい者を福の神として受け入れてきた歴史も改めて振り返りました。 

障がいを持つ人を街で見かけたら、明るく声をかけてみるなど、身の回りのささいなことからはじめてみる 

ことで、社会全体で受け入れる雰囲気を作っていきましょうという呼びかけで講座は終了しました。 

9 月 4日（日）12：30～14：30、逗子文化プラザ市民交流センター第 2・3 会議室にて 

【新しい障がい理解とコミュニティ 第 1回】を開催しました。 

 

 

 

 

 

 3回目【 伝える】SNS御三家【 Twitter・Facebook・Instagram）を活用し、それぞれの特性

や使い分けなど、質疑応答を交えながら学びました。手軽に EC サイトを立ち上げる手順、よ

り効果的に多くの人へ拡散し、ファンを増やすテクニックを学びました。 

2016 年 6 月 26 日 日）15：30～17：00、７月 24日 日）・8月 28 日 日）14：00～16：00、逗子文化

プラザ市民交流センター第2・3会議室にて〖逗子「小商い」のはじめかた。〗を開催いたしました。 

講師：夫婦出版社 合同会社アタシ社 代表社員 ミネシンゴ 

ゲスト：Pinkoi【Japan 株式会社 ディレクター 重松泰斗によるトーク形式の3回連続講座 

■受講者アンケート【：受講満足度は平均点は5点満点中4.5点。すぐ小商いを始めたい・活用

できそう・シリーズで講座を開いてほしいなど、内容もさることながら始める意気込みが大切

といった好評価の多い非常に満足度の高い講座となりました。 

第 1回 知る】何を始めたいのか、自分のやりたいこと、得意なことを自分のできる範囲で

楽しみながら行う小商いのはじめかた。自分の「好き」を仕事にするため、手軽に活用でき

るネットワークサービスや、目的に沿ったサイトを事例を交えながら紹介し、解説されまし

た。受講生からの具体的な質問も飛び交い、自分の手に届く範囲で「自分のお店」を実現で

きる小商いを“始められるかも！”という気持ちになる講座となりました。 

2回目 作る】“何がしたい？！”という漠然としたイメージを具体的に9つの項目に分かれた

ビジネスモデル・キャンパスに埋めることで、何を必要としているのかが明確となり、その9

つのキャンパスをグループ内で共有し、意見交換することにより、リスクを減らし成功に近

づくための様々なアイデアなど、積極的に話し合う場となりました。 

講師：小林 正稔氏 

知的障がい児者と家族、関係者、ボランティア、地域の人たちが共に生きる視点で学び合う 

日時：10 月 30 日（日）12：30～14：30 

場所：市民交流センター第 2・3会議室 

講師：岸川 学氏 

定員：60 名 

障がいがあってもなくても、子どもも大人も楽しめるフェア 

日時：11 月 27 日（日）10：00～15：00 

場所：市民交流センター（交流センターフェアにて） 

【会議室】筆記通訳体験学習、スティックボール体験、ゴスペル体験、みんなで song、デフパペットシアター 

【展示コーナー】移動ライトセンター展示、やまばとの会（音訳ボランティア）体験、アートコーナー 

是非ご参加ください 

申込・問合せ：逗子市社会福祉協議会 

TEL:046-873-8037 FAX:046-872-2519 E-Mail：vc@zushi-shakyo.com 
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 インターネットで何が起こっているのか？ 
トラブルに負けない利用術 

ボランティア市民活動ススメ講座 

まだ間に合います！この機会に是非学んでみませんか？ 

休眠預金の行方  

8月中旬、休眠預金の活用に関する法律案の研修に出席しました。休眠預金とは、取引がないまま銀行で

10 年間、ゆうちょ銀行で 5 年間放置され、預金者等と連絡の取れない預金等を指し、その額は、年 800

億円に上るそうです。現在日本では、休眠預金化された預金等は銀行の収入となります。ただし、休眠預

金化された後も払い戻し請求には未来永劫対応するのですが、その約半分は預金者等に払い戻しされずに

残るようです。 

アイルランドでは 2003 年から福祉などの事業に活用する制度を設定しており、韓

国では2008年、イギリスでは2012年に休眠預金を活用するための組織を立ち上げ、

社会的な活動や貧困層の支援に活かしているようです。 

日本でも 2010 年ころから国会で社会的な活動への活用に向けた議論が始まり、2012 年には休眠口座

に関する情報をまとめたホームページが、大学教授、NPO法人代表、財団関係者をはじめとした民間人に

より構成されている「休眠口座国民会議」によって開設され、その後、超党派の議員による検討会も開催

されていました。2015 年 4 月、超党派の議員連盟から「休眠預金活用法骨子案」のパブリックコメント

が実施され、同年 8月に全国紙の社説で話題に上りましたので、記憶に残っている方もいるのではないか

と思います。そして 2016 年 5月に通常国会衆議院財務金融委員会で審議が行われました。残念ながらそ

の時は継続審議となりましたが、本年秋の本会議で再度審議される予定です。 

預金者の権利を守りつつ、市民に 

よる社会的な課題の解決がすすむ 

ための新しい仕組みの誕生を期待 

します。そういえば、私も旧姓の通

帳に732円残っています。 

手続きには交通費がそれ以上かか 

りますので、本当に些少ですが活

用に回していただけると嬉しいで

すね。（Te）                              



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民交流センター プール 
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11 月分先着予約開始 ★ 
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20 木   12 月分抽選結果発表   
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23 日 
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26 水 
 

 □ 

27 木  ◆ 

28 金 
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29 土  ★ 

30 日   

31 月 
 

 

 ★ 

 

◆会議室利用の皆さまへ 

2011 年 11 月（以前）に登録された方の利用者登録の有効期限が 10 月 31 日（月）と迫っています。 

延長のお手続きをしないまま有効期限を過ぎた場合、会議室の予約・抽選申込がご利用できません。 

お早目に受付窓口で更新手続きを行ってください。 ※詳しくは受付窓口にお尋ねください。 

 

◆秋の水着販売会のお知らせ◆ 

10 月（日程未定）屋内温水プール受付前でプールバックの販売を開始します。 

 アップサイクル＆フェアトレードのバックはプール用でも日常使いでも使える可愛い 

デザインのバックです。ぜひこの機会にお求めください。 

※日程は決まり次第。ホームページ・館内掲示などでお知らせします。 

お知らせ 

information 
＊開館時間 

9：00～21：00 （受付は 20：00まで。 

屋内温水プールの入場は 20：30まで） 

＊休館日   

第1 ・ 3火曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館） 

年末年始（12 月 29日～翌年 1月 3日） 

 

※全館禁煙 ・ ごみはお持ち帰りください。 

〒249-0006             

神奈川県逗子市逗子４－２－１１     

TEL ： 046-872-3001       

Fax ： 046-872-3003 

E メール ： ac-center@zushi-psc.org 

ホームページ : 

www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/ 

屋内温水プール 

TEL ・ FAX ： 046-872-3004 

access 

 ＊京浜急行「新逗子」駅より徒歩 2分 

＊JR「逗子」駅より徒歩 5分 

（施設内駐車場は台数に限りがありますので、 

公共交通機関をご利用ください。） 

 

 

 

 

 

 

★うみかぜクラブ（２コース）１３～１５時 
□大人の水泳教室（２コース）１０～１２時 
◎水中運動教室（２コース）１０～１２時 
◆逗子小クラブ（２コース）１４：５０～１５：４０ 
 

 

月
分
抽
選
申
込
受
付
期

間 

12 

 【開催場所】交流センター１階、喫茶スペース ・ 横 

【開催日時】月～金曜日 １０～１６時（交流センター休館日、祝休日、年末年始を除く）  

※エコ広場お問合せ先  

090-6488-0708（松本） 

 

    
 

 

 
 

 

 

当
選
確
定
手
続
期
間 

※予定が変更とな

る場合もあります。

ご理解とご協力を

お願いいたします。 

 

 

 

mailto:ac-center@zushi-psc.org
http://www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/

